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研究成果の概要（和文）：サルコペニアの摂食嚥下障害データベースとして摂食嚥下患者467人を登録した。平
均年齢は80.4歳で、サルコペニアの摂食嚥下障害の可能性が高い105人(23%)、サルコペニアの摂食嚥下障害の可
能性あり182人(39%)、サルコペニアの摂食嚥下障害ではない179人(38%)であった。摂食嚥下機能の予後不良因子
として、GLIM基準での低栄養、CRP、modified Glasgow Prognostic Score (mGPS)、下腿周囲長、握力、四肢骨
格筋指数が明らかになった。サルコペニアの摂食嚥下障害は、その他の原因疾患による摂食嚥下障害より摂食嚥
下機能とADLの改善が悪かった。

研究成果の概要（英文）：467 patients with dysphagia were included in the Japanese Sarcopenic 
Dysphagia Database. The mean age was 80.4 years, 105 (23%) had probable sarcopenic dysphagia, 182 
(39%) had possible sarcopenic dysphagia, and 179 (38%) had no sarcopenic dysphagia. Poor prognostic 
factors for dysphagia were identified as undernutrition by the GLIM criteria, CRP, modified Glasgow 
Prognostic Score (mGPS), calf circumference, handgrip strength, and skeletal muscle mass index.  
Sarcopenic dysphagia was associated with worse improvement in swallowing function and ADL than 
dysphagia due to other causative diseases.

研究分野： リハビリテーション

キーワード： サルコペニア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
摂食嚥下障害の原因としてサルコペニア（筋肉量と筋力の低下）があることは、10年前にはほとんど認識されて
いなかった。今回、サルコペニアの摂食嚥下障害に関する多くのエビデンスを構築したことで、超高齢社会の日
本では、高齢者の摂食嚥下障害の原因としてサルコペニアが重要なことが明らかになった。サルコペニアの摂食
嚥下障害に関連する因子や機能予後が悪いことを明らかにしたので今後、摂食嚥下リハビリテーションの臨床現
場でサルコペニアが見落とされる可能性が低くなると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
サルコペニアの摂食嚥下障害とは、全身の筋肉と嚥下関連筋の筋肉量と筋力低下による摂食

嚥下障害である。サルコペニアの摂食嚥下障害の診断フローチャートの信頼性、妥当性は検証さ
れていたが、診断フローチャートには可能性が高い（Probable）までで確定診断（Definite）が
含まれていなかった。また、サルコペニアの摂食嚥下障害に関連する要因が何であるかは明らか
になっていなかった。以上より、サルコペニアの摂食嚥下障害の病態を解明することと、確定診
断基準を作成することは、切実な課題であった。 
 
 
２．研究の目的 
サルコペニアの摂食嚥下障害の病態を解明することと、確定診断基準を作成することである。 

 
 
３．研究の方法 
サルコペニアの摂食嚥下障害データベースを構築して、サルコペニアの摂食嚥下障害に関連

する因子が何かを検討した。RedCap を使用して、収集するデータを決めて、データベースを構
築して、データ収集を行った。収集するデータ項目は、初回評価時はサルコペニアの摂食嚥下障
害の有無、全身のサルコペニアの有無、摂食嚥下障害の原因疾患、年齢、性別、嚥下障害の重症
度（藤島の摂食嚥下レベル）、栄養状態（GLIM 基準）、日常生活自立度（FIM もしくは Barthel 
Index）、呼吸機能（酸素の有無と程度、人工呼吸器管理、気管切開）、膀胱直腸機能、腎臓機能
（eGFR）、糖尿病、高血圧症、ポリファーマシー（使用薬剤数、潜在的に不適切な薬物使用の有
無）、脳卒中、認知症、褥瘡、心不全の有無などとした。当初は横断研究のみと考えていたが、
フォローアップ時の嚥下機能、ADL、転帰もデータ収集して、横断研究＋コホート研究で実施す
ることにした。 
超音波エコーによる嚥下関連筋の筋肉量・輝度の変化を継時的にみることで、摂食嚥下機能の

変化と嚥下関連筋の筋肉量・輝度の変化に関連があるかどうかを検討した。 
 
 
４．研究成果 
サルコペニアの摂食嚥下障害データベースとして 467 人を登録した。平均年齢は 80.4 歳で、

サルコペニアの摂食嚥下障害の可能性が高い 105 人(23%)、サルコペニアの摂食嚥下障害の可能
性あり 182 人(39%)、サルコペニアの摂食嚥下障害ではない 179 人(38%)であった。 
サルコペニアの摂食嚥下障害のリスク因子として、嗄声を検討した。サルコペニアの摂食嚥下

障害患者の 26％に嗄声を認め、嗄声を認める場合には摂食嚥下障害がより重度であった。しか
し、嗄声は摂食嚥下機能の予後とは有意な関連を認めなかった。 
サルコペニアの摂食嚥下障害患者の CRP の中央値は 8.0[3.0, 29.0]mg/L であった。modified 

Glasgow Prognostic Score (mGPS)の中央値は 1[1-2]であった。CRP と mGPS が高いほうが、ベ
ースライン、フォローアップとも摂食嚥下機能が悪かった。炎症状態はサルコペニアの摂食嚥下
障害のリスク因子であることが示唆された。 
回復期リハビリテーション病棟入院中の患者に限定して、GLIM 基準の低栄養と摂食嚥下障害

の重症度の関連を検討した。207 人中、栄養状態良好は 11 人、中等度低栄養は 72 人、重度低栄
養は 124 人であった。サルコペニアの摂食嚥下障害患者では、サルコペニア以外の摂食嚥下障害
患者と比較して、重度低栄養の場合に摂食嚥下機能が改善しにくかった。重度低栄養はサルコペ
ニアの摂食嚥下障害のリスク因子であることが示唆された。 
サルコペニアの摂食嚥下障害は、その他が原因の摂食嚥下障害と比較して予後が悪いかどう

かを調査し た。対象はデータベースに登録された患者 440 人で、サルコペニアの摂食嚥下障害
を 268 人（60.9%）に認めた。摂食状況レベル（FILS）が改善したのは、サルコペ ニアの摂食
嚥下障害で 47.4%、その他が原因の摂食嚥下障害で 62.2%と統計学的有意差を認めた。多変量解
析でもサルコペニアの摂食嚥下障害は、その他が原因の摂食嚥下障害と比較して、FILS と ADL
の改善が有意に悪かった。以上より、サルコペニアの摂食嚥下障害では機能予後が悪いことが多
施設研究でも明らかになった。サルコペニアの摂食嚥下障害の原因の 1 つは低栄養であるため、
リハビリテーション単独ではなく攻めの栄養療法による栄養改善と併用するリハビリテーショ 
ン栄養を行うことで、摂食嚥下機能が改善しやすい。臨床現場でサルコペニアの摂食嚥下障害患
者に対するリハビリテーション栄養の実践が、今後の課題である。  

BMI でサルコペニアの摂食嚥下障害かどうかを判断できるかどうかを調査した。対象はデー
タベースに登録された患者 460 人で、年齢の中央値 83 歳、男性 49.8％、BMI の中央値 19.9 で
あった。サルコペニアの摂食嚥下障害を 284 人（61.7%）に認めた。ROC 曲線で感度、特異度
を調べたところ、患者 全体では BMI20.1 で感度 58.1%、特異度 60.2%、AUC0.60－0.62 であ
った。以上より、BMI20 をカットオフ値とすることで、サルコペニアの摂食嚥下障害の可能性



がやや高くなることが明らかになった。ただし、感度、特異度とも 0.6 程度であるため、サルコ
ペニアの摂食嚥下障害の診断には、サルコペニアの摂食嚥下障害診断フ ローチャートを使用す
べきである。 
ワレンベルグ症候群の入院患者で嚥下関連筋の超音波エコー検査を経時的に実施した。入院

期間中の体重、骨格筋指数、オトガイ舌骨筋の面積の増加割合は 15%、21%、33%であった。栄養
改善に伴い嚥下関連筋の筋肉量が増加して摂食嚥下機能が改善する可能性が示唆された。 
サルコペニアの摂食嚥下障害の確定診断基準を完成することはできなかった。しかし、全身の

サルコペニアを認める、摂食嚥下障害を認める、明らかな摂食嚥下障害の原因疾患を認めない、
嚥下関連筋の筋力低下を認める（舌圧が 20kPa 未満）、嚥下関連筋の筋肉量低下を認める（超音
波エコーを用いてオトガイ舌骨筋で評価）のすべてに該当した場合に、サルコペニアの摂食嚥下
障害と確定診断するという方向性までは作成した。 
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